別紙様式第５号

ＢＳＥ発生防止に係る飼料規制遵守状況調査票（使用段階）
調査年月日：令和　　年　　月　　日　　前回調査年月日：令和　　年　　月　　日
調査実施者：所属　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　

	農場名
	
	代表者名
	

	 eq \o\ad(所　在　地,　　　　　)
	
	電話番号
	

	飼養家畜
	□肉用牛（頭数：　　　　）

□乳用牛（頭数：　　　　）

□その他牛（頭数：　　　）

□めん羊（頭数：　　　　）

□山羊　（頭数：　　　　）

□鹿　　（頭数：　　　　）
	反芻家畜以外の動物の飼養状況
	□豚（頭数：　　　　）
□採卵鶏（羽数：　　　　）

□ﾌﾞﾛｲﾗｰ（羽数：　　　　）

□うずら（羽数：　　　　）

□養殖水産動物（具体名　　　　）

□みつばち

□馬,いのししその他家畜（具体名　　　　）□七面鳥,その他家きん（具体名　　　　　）
□マウス,その他実験動物（具体名　　　　）

□犬,猫,その他愛玩動物（具体名　　　　　）

	飼料製造・
使用状況
	A飼料以外の飼料等（食品、ペットフード、肥料等）の受入の有無

 □有　　□無
A飼料の製造又は小分け（他の容器への詰め替えを含む）の有無　     □製造有 □小分有　□無
B飼料又は動物由来蛋白質等を含む飼料等の製造の有無


 □有　　□無
水産専用飼料を含む飼料等の受入の有無 



 □有　　□無

飼料安全法第52条の規程に基づく飼料製造管理者の設置の有無

 □有　　□無
飼料として流通していないもの（食品、食品残さ等）を飼料に転用することの有無　

□有　　□無　（具体的な品目：　　　　　　　　　　　　　　　）

	製造工程

(A飼料を製造している場合)
	製造する飼料の形態（複数選択有り）
□配合飼料
□TMR（配合飼料と乾牧草類を混合）

□穀類、TMR等をｻｲﾚｰｼﾞ化したもの
□その他の発酵飼料

□その他（具体的な形態：　　　　　　）
	指導優先度
	非反芻動物の飼養　　　　　 　□有　□無
豚、鶏及び養殖水産動物を　 　□有　□無
飼養
上記以外の非反芻動物飼養　　 □有　□無

農林水産大臣確認済の牛肉骨　 □有　□無
粉を使用して自家配合
農林水産大臣確認済の牛肉骨　 □有　□無
粉を使用

A飼料を自家配合し飼料販売　 □有　□無

の有無
A飼料を自家配合の有無　　　 □有　□無

	Ⅰ　自家配合飼料を販売している場合

	１．届出事項に変更がないか。
	適・否

	２．飼料業務管理規則を策定、混入防止対策の責任者を設置しているか。
	適・否

	３．飼料等の譲受・譲渡の帳簿を記載し、８年間保存しているか。　
	適・否

	４．小分け作業、包装作業等を実施しているか。
	有・無

	設備は閉鎖系で、包装容器は専用化しているか。
	適・否

	B飼料等の包装設備と共有していないか。
	適・否

	５．出荷：A飼料の出荷はB飼料等の出荷と区分しているか。
	適・否

	Ⅱ　飼料の取扱いに関する基準の遵守状況

	１．反すう動物飼料の荷姿・容器

	□無包装品（バラ・表面が露出）　□包装品　□運送容器（コンテナ・荷台等）

	２．受入：伝票等によりA飼料の受入を確認しているか。
	適・否

	　　　　：B飼料等との荷下ろし場所が明確に区分されているか。
	適・否

	３．搬送：経路は閉鎖系であるか。B飼料等の経路と共有していないか。
	適・否

	４．保管：Ａ飼料の保管は専用容器の利用又は専用の保管場所を設けているか。
	適・否

	５．輸送：Ａ飼料の輸送は専用である旨の表示した容器を用いているか。
	適・否

	　　　　：Ａ飼料の容器とＢ飼料等の容器は区分して保管、清掃しているか。
	適・否

	Ⅲ　飼料の給与に関する基準の遵守状況

	１．反芻動物にA飼料を給与する際に用いる器具は専用化しているか。
	　適・否

	２．反芻動物が他の動物用の飼料を摂取できないよう区分されているか。
	適・否

	３．飼料使用後に年月日、名称、使用量、販売業者等を記帳しているか。
	適・否

	備考（指導事項、不適だった場合の対応策など）


